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魚顧血合岡におけ 心ト リメナ/レアミソす千サイド の廬元
床 良教案 穴　　o 富岡和 子

釆 良すち:家政　 疸藤金次
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目的 魚頬血合即i 丿する非徽生物的なト1け チ･レアミソオキサイμ (jviM ）還it の原

因 抑 肋 にヽす 訂 リ ボ.    本阿見T は血合 肉その４ のみよ[A-各種へA 蛋白の刊邸の廬元速度

計し齢し 血合内中l-ヽ の四 〇産対 恥

万 来　トリ 千 ルアミソの■ ＼    ¬量 橋本・岡申 によるD芒 広の改凛

ヘヘ蛋白：Hb,  Mb,   昿t  It SI？a 製蔀あ橿 品J  便 私lilHb  il 蕃殖鯉沁浪 らヽ, 鮪Hb は兼
鮮 本鮪血合肉ヵ,ら鴉晶μ

へ輿蛋白グ,定量； シア バ ト洙 にり 測定。反応中 の髭祀型ヘ ム蛋白・<7^を化 ＼t t32う。C

Hb，Mb), 仰 。l   （ 辱･・） にマ測‰

珍 果　(/)それ自 ‰TMAO 還元星 辰ヵ,に わダ）訓 。n^4 元刺 に こで` (1アX コIレビ ソmi

便弔）とヘム蛋白ヵ侈 栴すむ易合，このA  ム蛋白 にト ，て別加 の廬元が触 紅 れ.   この触

耳遠度,=T朋 ）凛胤と。陶係 は鮮奪 反応ヽド 糾n  § H涵 心 ふ-m μm ・ 反応世嵐武 に合 致[ μ。

(2)l4iふlぶ ●･常教 は／ヽ ､^蛋白む玲類 にかかわ らず･いずれ^  |s) L･であ 、ーμ軋 最大
速度]l へ乙蛋白･・,禅類乙・蛋白一律類卜 いT  1 い) ,   尿禽責性Hb>Hb>HbT- 恥 μ.
O 鮪H同例匍・元の墟度依存性は而より大口 ，恥 値はHh・2.0に比べMけltzb

であ・ 尺。

㈲鮪血Z合 肉ヽ ぷ航 主均官吏蒋下了貯扉 に こときの司加ま元金度 は0. o印・造 ／遣元

型Hb 叫 ／日/0 °t rあり。血合肉ﾋﾄﾞの非匯生物的産元の友卸分 は還元型Mb の触喋作用に

よi> ことが` Bfiuヽにな･，尽。

A－151　令＆の冷凍い 匹 丿 和紅 あり 核 紺 り､ 物質・ 変新L 第 ／瓢

一一 ｼﾞ/ぐエビにﾌﾟ/   r ー
武専 ≫り女一大家政　　　　o 無間 俊子　 陣内弘 子　　高 束すi-

回的　耐凍作・ゐ3 食 品の7 ﾗ 貳　特にエビは冷凍 こよ3 貯蔵ダよく刺用 されて口 弓か:

疎の俸千l 起 レ罷7 丿水泉物f  ゐ§. このことf丿 殯 恚り 亀　シバエどの冷凍期閤 と叔肢関

生物價・変勧と・関仔i *巧t  とt  Iこ，解 凍方茲 の相よ りこソ研凍直程･- fo ■バ 核厭関漉

物咳 べ　どのよi    に灸勧 ずら り 知l  たあ･ご実験 μり= ．た．

ダ 法　シ"  エピは非 戸ぬ海淳り贈准I  蜘し 壊 外叉 内臓 丿取ソ除･･ だ．冷々 庫/ふ

ナわ ナノレ直冷武）K 一切=E  使 用( 冷凍浪度は －'i^゙ C！ /'C t    しT-..冷凍期問/≠/ ヘタ

週厠と之め た，鮮秦才活 眼　流木C  z2 ら/夕分彫 宦^  とμ'ら や 勾 政叉，電f-ﾑﾆ ｼﾞげ 武

D 尼-/Z/ バ'- 瞎̂ れ 涛鼻庫 に でノ タ呼剛,    3ｸ″い 鉢 素嫁咋 至湧 温度と び 片々! 解凍の
夕楳 蹟 政定L  /≒ 分御 心川 オン史蹟 クロ7  }

帰果　囚 冷凍期朗と双験関蓮物質の暴劾． シバエと二‘'の£,畔みやらﾉ ぶヌクレ7  斗ド ヒ乙

tn,  町りA りらi'-AMP  ? 齢おた．冷凍期聞 八居J,U  r'ft 生鮮 みと比巌(i  'I 嫁ト クレオデド

-fl床 尺寸It 釧ヒダ弥められ わ ≒だ. 了屋朗@  Iこ娑乱り 叩 ）PP  if巣 ナら 丿洲/フ尹増

* り 耀 向2 示し/i. また八 ひPi'^-応ゐうれた．(?■) 紳凍 ざ茲 と叔綾/^ 羨物質･り粟軌 シ
バよ ご 凍結吠%  ご` a. ATP つり?  -t 齢亀畔晶 と大差事らT~.  流 水．t 蓋放置．老 チシニジ

締洙‘rt 叱鯵的餅胤ダ低 下t  わ 愉ヽAPp r 拝私トS-'-AMP  り̂ く泌あう れ友 参かざも

琉水解凍f ≫ i-'-A町  t 一奢今く舎七 竃善隣 ㈲・こ毎5  t f'-lMF  ii^-ヶ四y く察3 ，電い ンジ
解凛でづ 八 洲F  ^^'比報的 夕らr- ．冷敷単解 凍rn 和 け が度ダ低夥，μjμF  ダら‘/^阻ｿ

外 勧 ラれfz.    3ｸ'ら え時聞 岬凍 ごi^ ･/がタクレオ 今‘ド■-t昨歩い ∠ヽか解捗i  匁く昏めた．




